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村
上
和
弘
因
島
市
長
挨
拶

支
援
す
る
会
の
地
道
な
活
動

を
心
強
く
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
地
域
を
愛
し
、
子
供
達
を

愛
す
る
気
持
ち
が
通
じ
、
因
島

高
校
も
良
く
な
っ
て
き
た
。

因
島
市
と
し
て
も
、
議
会
や

教
育
委
員
会
と
協
議
し
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
、
応
援
努
力

し
て
い
き
た
い
。

宮
地
康
福
教
育
長
挨
拶

中
学
校
で
活
躍
努
力
し
て
い

る
生
徒
が
い
る
。
ぜ
ひ
、
因
島

高
校
の
先
生
方
は
、
「
因
島
高

校
に
入
学
し
て
共
に
頑
張
ろ

う
。」
と
、
声
を
か
け
て
ほ
し

い
。
村
上
水
軍
の
青
影
城
の
登

り
口
の
石
碑
に
燿
古
騰
今
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
古
く
を

耀
か
せ
て
、
新
し
き
を
高
め
る
。

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

松
林
博
文
校
長
挨
拶

本
校
を
支
え
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
校
の
現

状
は
一
日
の
太
陽
に
例
え
れ

ば
、
朝
10
時
頃
の
太
陽
で
す
。

ま
だ
朝
の
寒
さ
は
多
少
残
っ
て

は
い
ま
す
が
、
確
実
に
昇
り
つ

つ
あ
る
太
陽
で
す
。
こ
れ
か
ら

11
時
・
12
時
と
真
昼
の
太
陽
に

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

責
務
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
議
事
に
は
い
り
、

事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
な
さ

れ
た
。

新
年
度
の
役
員
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
次
の
通
り
、
審
議
了
承

さ
れ
た
。

１．

海
外
語
学
研
修

岡
野
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
松
林
校

長
よ
り
、
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
平
成
16
年
３
月
中

旬
〜
下
旬
の
日
程
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ブ
ラ
イ
ビ
ー
島

へ
、
語
学
研
修
を
実
施
す
る
。

参
加
者
は
、
生
徒
15
名
、
引
率

者
１
名
と
す
る
。

今
後
の
実
施
計
画
は
、

９
月
　
研
修
日
程
決
定
。

10
月
　
募
集
開
始
。

12
月
募
集
締
切
参
加
者
決
定
。

１
・
２
月
　
事
前
学
習
。

３
月
　
語
学
研
修
実
施
。

３
月
事
後
指
導
、
感
想
文
提
出
。

研
修
費
は
一
人
あ
た
り
約
30

万
の
見
込
み
で
あ
り
、
生
徒
一

人
あ
た
り
10
万
、
計
150
万
を
、

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
同

額
が
、
因
島
市
よ
り
、
支
援
す

る
会
に
助
成
さ
れ
ま
す
。
６
月

臨
時
市
議
会
に
て
、
予
算
決

定
。）今

年
度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
の
研
修
受
入
日
程
は
未
定
。

２．

サ
テ
ラ
イ
ン
衛
星
放
送

東
京
の
大
手
予
備
校
の
授
業

を
衛
星
放
送
で
受
講
で
き
る
と

い
う
も
の
で
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
同
窓
会
が
、
協
力
し
て
導
入
。

春
休
み
、
夏
休
み
、
お
よ
び

学
期
中
の
小
論
文
講
座
は
、
13

年
度
か
ら
開
設
さ
れ
、
土
曜
が
、

学
校
休
日
と
な
っ
た
14
年
度
か

ら
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
タ
デ
ー
と

名
前
を
付
け
て
土
曜
日
の
サ
テ

ラ
イ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
授
業

の
パ
タ
ー
ン
を
打
破
す
る
よ
う

な
漸
進
な
講
座
内
容
と
認
識
し

て
お
り
、
生
徒
も
刺
激
を
受
け
、

熱
心
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。」
と
英
語
担
当
の
先
生
は
、

話
し
て
い
ま
す
。

受
信
契
約
料
が
高
額
な
た

め
、
通
常
サ
テ
ラ
イ
ン
に
300
万
、

ス
ー
パ
ー
サ
タ
デ
ー
に
300
万
、

同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
で
、

基
金
を
設
け
ま
し
た
。

竹
中
会
長
は
、「
生
徒
が
理

解
不
足
の
た
め
、
受
講
者
が
大

幅
に
減
少
し
て
赤
字
幅
が
ふ
く

ら
ん
だ
。
も
っ
と
、
生
徒
に
Ｐ

Ｒ
し
て
受
講
生
を
ふ
や
す
な
ど

知
恵
を
出
し
て
、
同
窓
会
の
寄

付
金
を
有
意
義
に
使
っ
て
ほ
し

い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

３．

学
校
ス
ポ
ー
ツ
支
援

体
操
部
を
は
じ
め
各
ク
ラ
ブ

が
活
躍
し
て
い
る
が
、
今
年
か

ら
野
球
部
の
学
校
主
体
の
応
援

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

吹
奏
楽
部
の
出
演
も
決
ま
っ

た
。
今
後
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
育

成
に
対
し
て
協
力
推
進
し
た

い
。松

浦
真
博
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長

は
、
「
因
島
北
高
校
の
野
球
部

在
籍
中
、
全
国
大
会
に
出
場
で

き
た
こ
と
は
、
い
い
体
験
で
あ

っ
た
と
思
う
。
現
在
、
仕
事
や
、

他
の
事
に
つ
い
て
も
、
な
に
く

そ
と
、
頑
張
れ
る
の
は
、
野
球

を
一
生
懸
命
や
っ
た
お
か
げ

だ
。
現
在
、
因
島
高
校
で
は
、

ク
ラ
ブ
の
加
入
率
が
低
い
と
聞

き
、
残
念
。
」
と
ク
ラ
ブ
活
動

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
話
さ
れ

「
因
島
高
校
を
支
援
す
る
会
」

が
で
き
て
、
４
年
目
を
迎
え
ま

す
。
会
報
も
、
本
号
を
も
っ
て

17
号
目
を
迎
え
、
区
長
会
の
ご

協
力
に
よ
り
市
内
全
戸
配
布
で

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
会
の
設
立
当
時
は
、
学
校

も
、
生
徒
も
、
同
窓
会
も
、
二

校
が
一
校
に
な
る
生
み
の
苦
し

み
を
感
じ
て
い
た
頃
で
す
。
ま

た
、
名
誉
あ
る
母
校
の
立
て
直

し
に
多
く
の
方
々
が
そ
の
方
策

を
模
索
し
て
い
た
頃
で
も
あ
り

ま
し
た
。
生
徒
の
様
子
と
い
え

ば
、
茶
髪
や
金
髪
の
頭
、
黒
い

髪
が
珍
し
い
く
ら
い
で
、
服
装

も
乱
れ
て
、
登
校
時
の
遅
刻
も

非
常
に
多
く
、
校
内
規
律
が
確

立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

状
態
が
一
部
で
あ
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
か
ら
は
避
け
て
と

お
る
よ
う
な
、
言
葉
も
何
度
か

聴
か
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
心
あ
る

学
校
の
教
員
・
同
窓
会
・
市
Ｐ

連
な
ど
の
「
よ
い
学
校
に
し
た

い
」
と
い
う
情
熱
と
行
動
に
よ

り
、
今
で
は
心
配
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
小
・

中
学
生
の
中
に
茶
髪
な
ど
を
し

ば
し
ば
見
か
け
ま
す
。
小
さ
い

頃
か
ら
の
「
躾
」
が
大
切
で
す
。

今
、
因
島
高
校
で
は
、
総
合

学
科
の
特
性
を
生
か
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
授
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
特
進
学
級
は

今
年
で
２
年
目
に
入
り
、
模
擬

試
験
な
ど
で
は
確
実
に
成
果
を

出
し
て
お
り
、
近
く
の
進
学
校

と
比
べ
て
も
好
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。
第
二
に
、
代
々
木
ゼ

ミ
の
サ
テ
ラ
イ
ン
講
座
は
、
実

施
し
て
３
年
目
で
す
が
、
高
い

学
力
水
準
に
到
達
す
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
お
り
、
年
々
そ
の
数

値
も
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
語
学
研
修
で
あ

り
ま
す
が
、
２
年
目
の
今
年
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
夏
季
休
業
中

に
実
施
予
定
で
し
た
が
、
新
型

肺
炎
（SA

R
S

）
の
影
響
で
、
万

が
一
の
事
を
考
え
、
春
季
休
業

に
実
施
す
る
事
と
い
た
し
ま
し

た
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
新
生

因
島
高
校
が
、
近
い
将
来
、
先

輩
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
輝
か
し

い
道
を
、
再
び
歩
む
こ
と
を
信

じ
て
お
り
ま
す
。
暖
か
い
ご
支

援
を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

14
年
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10

月
・
15
年
１
月
・
２
月

会
報
（
第
８
号
〜
第
13
号
）

発
行

13
年
８
月
　

海
外
語
学
研
修
に
つ
い
て
、

検
討
開
始
。

海
外
研
修
実
施
高
校
を
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
中
心
と
な
り
、
訪
問
・

研
究
。

13
年
12
月
　

因
島
市
に
助
成
金
陳
情

14
年
２
月
　
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ー

ビ
ー
高
校
に
事
前
視
察

（
桶
東
校
長
、
村
上
正
則
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
他
総
勢
９
名
）

14
年
３
月
　
　

因
島
市
助
成
金
決
定
（
総
額

200
万
の
う
ち
150
万
は
15
名
分

の
研
修
助
成
）

14
年
５
月
　
　

生
徒
対
象
に
説
明
会
、
募
集

開
始

14
年
６
月
　
　

生
徒
17
名
応
募
。
審
査
の
結

果
、
17
名
合
格
と
し
、
２
名

不
足
分
お
よ
び
引
率
教
諭
分
、

雑
費
等
含
め
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

80
万
支
出
を
決
定
。

14
年
７
月
　
　

研
修
予
定
生
徒
の
事
前
講
習
。

（
担
当
冠
教
諭
）

14
年
７
月
　
　

市
役
所
に
て
壮
行
会
開
く
。

市
長
、
議
長
よ
り
激
励
の
こ

と
ば
。

14
年
８
月
　
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
２
週
間

の
予
定
で
出
発
。（
生
徒
17
名
）

（
引
率
教
諭
２
名
）

14
年
８
月

市
長
に
帰
国
報
告
。

14
年
９
月
　
　

出
身
中
学
に
て
報
告
会
、
順

次
開
催
。

14
年
11
月
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
イ

ビ
ー
高
校
よ
り
生
徒
訪
問
の

希
望
あ
り
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
受
入
れ

実
行
委
員
会
で
準
備
、
会
議

５
回
開
催
。

15
年
３
月
　
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
イ

ビ
ー
高
校
生
徒
受
入
れ
。

４
家
族
に
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。

（
生
徒
３
名
、
引
率
教
諭
１
名
）

ス
ー
パ
ー
サ
タ
デ
ー
（
土
曜

衛
星
放
送
サ
テ
ラ
イ
ン
の
実
施
、

支
援
）

夏
休
暇
、
春
休
暇
の
衛
星
放

送
サ
テ
ラ
イ
ン
実
施
、
支
援

野
球
部
夏
の
予
選
大
会
出
場

支
援
（
３
回
戦
ま
で
進
出
）

高
校
野
球
応
援
体
制
の
充
実

を
、
学
校
に
申
し
入
れ
（
15
年

度
よ
り
学
校
中
心
に
応
援
団
、

吹
奏
楽
部
員
は
公
休
扱
い
に
て

結
成
参
加
が
決
定
。）

体
操
部
田
頭
君
激
励
（
横
断

幕
作
成
、
設
置
）

７
月
開
催
。
因
島
、
瀬
戸
田
、

弓
削
、
大
三
島
、
伯
方
、
大
島

高
校
。

７
月
、
支
援
す
る
会
役
員
会

開
催
。

15
年
２
月
、
ナ
テ
イ
ー
ク
に

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
。

１．

天
体
観
測
教
室
（
14
年
８

月
、
10
月
、
12
月
）

２．

陶
芸
教
室
（
14
年
11
月
、

15
年
１
月
）

３．

家
庭
生
活
で
の
看
護
研
修

会
（
15
年
３
月
）
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会　長
竹 中 啓 修

ま
し
た
。

４．

広
報
活
動

会
報
発
行
に
よ
り
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
、
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
因
島
高
校
を
み
ん
な

で
守
ろ
う
と
い
う
意
識
も
高
ま

っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

昨
秋
に
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
遠
隔
地
の
同
窓
生
な
ど

か
ら
好
評
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス

の
件
数
も
次
第
に
増
え
て
お

り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

５．

関
連
団
体
と
の
連
携
活
動

今
後
も
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心

に
、
同
窓
会
、
市
Ｐ
連
合
会
、

因
島
青
年
会
議
所
、
教
育
委
員

会
な
ど
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

会
議
終
了
に
際
し
、
次
の
通

り
、
挨
拶
が
あ
っ
た
。

藤
本
進
教
頭

特
進
ク
ラ
ス
を
設
置
し
た

が
、
模
擬
試
験
の
点
も
高
く
、

国
公
立
を
目
指
す
生
徒
も
例
年

よ
り
多
く
、
効
果
が
現
れ
つ
つ

あ
り，

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

岡
野
長
寿
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

今
年
は
、
学
校
あ
げ
て
野
球

の
応
援
に
行
く
こ
と
に
な
り
、

50
人
の
生
徒
が
、
１
週
間
、
応

援
や
吹
奏
楽
の
練
習
を
行
い
、

盛
り
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
愛

校
心
や
友
情
が
芽
生
え
て
き

た
。
大
変
い
い
こ
と
で
あ
る
。

今
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
進
め
て
き

た
改
革
の
レ
ー
ル
を
軌
道
に
乗

せ
て
い
き
た
い
。
勉
強
の
成
果

も
期
待
し
て
い
る
。
み
な
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
15
年
３
月
31
日

海外語学研修（平成14年）
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▼
高
校
野
球
、
選
手

の
生
徒
の
皆
さ
ん
よ

く
が
ん
ば
っ
た
。
今

年
は
、
学
校
あ
げ
て

の
応
援
、
吹
奏
楽
部

の
出
場
が
初
め
て
実

現
し
、
生
徒
間
の
友

情
、
愛
校
心
の
醸
成

に
も
な
っ
た
と
思
う
。
昨
年
来

よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
会
が

叫
ん
で
い
た
他
校
並
の
姿
に
な

っ
た
。
関
係
者
の
み
な
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
投
書
欄
に
、

広
範
囲
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
関

心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
学
校
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
耳
が
痛
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
無
関
心
・
無
表
情

よ
り
、
あ
り
が
た
い
と
思
う
が

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

こ
の
た
び
、
因
島
高
校
野
球

部
、
因
島
北
高
校
野
球
部
の
Ｏ

Ｂ
が
会
を
設
立
し
、
現
役
の
野

球
部
を
応
援
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

会
長
に
は
、
昨
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

副
会
長
、
野
球
部
保
護
者
会
副

会
長
で
、
今
回
の
Ｏ
Ｂ
会
設
立

の
発
起
人
と
な
っ
た
松
浦
真
博

さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

松
浦
真
博
会
長
は
、「
島
根
県

の
隠
岐
高
校
が
今
年
甲
子
園
に

出
場
し
た
。
因
島
の
中
学
生
の

野
球
レ
ベ
ル
は
高
く
、
今
年
、

広
島
県
優
勝
し
た
と
聞
く
。
彼

ら
が
、
ま
と
め
て
因
島
高
校
に

入
学
し
て
野
球
部
で
活
躍
し
て

く
れ
れ
ば
、
強
く
な
る
。
甲
子

園
に
一
歩
近
づ
く
。『
因
島
高
校

を
甲
子
園
に
出
さ
せ
る
会
』
を

作
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
く
ら
い

だ
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

各
年
代
の
野
球
部
の
名
簿
が

不
明
の
た
め
入
会
を
募
集
中
で

す
。
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
は
、
因
島
高
校
（
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
）
岡
野
善

博
先
生
ま
で
（
電
話
　
高
校

４
‐１
２
８
１
）

指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
先
生

は
非
常
勤
音
楽
教
師
の
元
広
美

由
紀
先
生
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
非
常
勤
教
師
」
と
い
う
立
場
で

あ
り
な
が
ら
、
吹
奏
楽
部
を
見

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

（「
非
常
勤
教
師
」
と
は
、
１

時
間
ご
と
の
授
業
に
対
し
て
給

料
が
支
払
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

夏
休
み
は
、
授
業
が
な
い
の
で
、

給
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

７
月
９
日
…
期
末
試
験
終
了

後
、
吹
奏
楽
部
員
と
、
元
広
先

生
が
顔
合
わ
せ
を
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

野
球
部
の
応
援
に
つ
い
て
も
、

元
広
先
生
は
、
す
ぐ
に
曲
を
決

め
て
応
援
の
練
習
を
開
始
し
ま

し
た
。

少
な
い
日
数
、
練
習
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
部
員
は
一

生
懸
命
練
習
し
、
７
月
16
日
の

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
は
じ
め

は
緊
張
し
て
い
た
部
員
達
、
回

が
進
む
に
連
れ
野
球
部
の
選
手

と
一
体
と
な
り
、「
頑
張
れ
！
あ

き
ら
め
る
な
！
」
と
必
死
に
応

援
し
て
い
ま
し
た
。
楽
器
の
音

に
も
そ
の
思
い
は
伝
わ
っ
た
か

の
よ
う
で
し
た
。

試
合
終
了
後
、
「
く
や
し
い

ね
。」「
よ
く
頑
張
っ
た
。」
な
ど

自
分
達
が
試
合
を
し
た
か
の
よ

う
に
話
を
し
て
い
た
吹
奏
楽
部

員
た
ち
。
応
援
に
行
っ
た
部
員

達
は
、
み
な
充
実
感
に
満
ち
た

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
友
達
を
応
援
し
た
い
。」
と

い
う
仲
間
意
識
は
子
ど
も
達
の

中
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
と
同
時
に
「
大
人

が
子
ど
も
の
世
界
に
口
出
し
す

る
必
要
な
し
」
と
感
じ
ま
し
た
。

引
率
し
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問

の
杉
本
先
生
、
橋
口
先
生
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

元
広
先
生
は
、
当
日
授
業
が

あ
っ
た
の
で
、
部
員
達
と
一
緒

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
が
「
非
常
勤
教
師
」

と
い
う
立
場
ゆ
え
、
行
き
た
く

て
も
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。

部
員
達
、
元
広
先
生
、
顧
問

の
先
生
、
保
護
者
は
３
月
に
行

わ
れ
て
い
た
「
定
期
演
奏
会
」

を
ぜ
ひ
と
も
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
力

を
お
借
り
し
て
、
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
よ

う
に
「
市
民
会
館
」
で
演
奏
会

が
で
き
ま
す
よ
う
に
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
13
日
（水）

10
時
か
ら
、

大
浜
町
ア
メ
ニ
テ
イ
公
園
に
お

い
て
、
近
隣
の
高
校
生
・
大
学

生
ら
15
グ
ル
ー
プ
が
、
ラ
イ

ブ
･
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
を
行
い

ま
す
。
因
島
高
校
生
は
、
バ
ン

ド
名
「
は
っ
さ
く
」（
岡
野
裕
次

郎
君
ほ
か
４
名
）
と
、「
ラ
ズ
ベ

リ
ー
」（
大
黒
廷
仁
君
ほ
か
４
名
）

が
出
演
し
ま
す
。
空
と
海
い
っ

ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
で
若
者
の
熱

い
思
い
で
始
ま
り
、
今
年
で
４

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
舞
台
設

置
や
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
配

布
も
生
徒
達
が
手
伝
っ
て
い
ま

す
。

次
の
よ
う
な
電
話
が
多
く
か

か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
同

窓
会
や
学
校
と
は
無
関
係
で
す

か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
就
職
で
き
た
か
？
ま
だ
な
ら

世
話
を
す
る
が
、
携
帯
電
話
の

番
号
（
ま
た
は
現
住
所
）
を
教

え
て
ほ
し
い
。
相
手
の
名
前
を

名
乗
ら
な
い
場
合
と
、「
因
島
高

校
の
ハ
セ
ガ
ワ
」
と
名
乗
る
場

合
あ
り
。（
因
島
高
校
に
は
ハ
セ

ガ
ワ
は
い
ま
せ
ん
。）

②
同
窓
会
役
員
の
名
前
を
か
た

っ
て
、「
子
ど
も
さ
ん
の
携
帯
電

話
（
現
住
所
）
を
教
え
て
ほ
し

い
。」

③
「
高
校
の
事
務
室
か
ら
電
話

し
て
い
る
が
」
と
前
置
き
し
て

「
子
ど
も
さ
ん
の
携
帯
電
話
（
現

住
所
）
を
教
え
て
ほ
し
い
。」

④
Ｍ
先
生
が
入
院
し
て
い
る
が

お
見
舞
い
に
行
く
の
で
、
○
千

円
送
っ
て
ほ
し
い
。

①
②
③
は
比
較
的
若
い
年
代

（
大
学
の
３
・
４
年
生
）
の
自
宅

に
（
直
接
本
人
の
場
合
も
あ
る
。）

電
話
を
か
け
て
い
ま
す
。

④
は
、
Ｍ
先
生
を
知
っ
て
い
る

年
代
に
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
会

わ
れ
ま
し
た
ら
、
同
窓
会
事
務

局
、
因
島
高
校
へ
直
接
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

私
は
野
球
が
大
好
き
で
２
年

の
こ
ろ
か
ら
よ
く
試
合
や
練
習

を
見
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

松
浦
先
生
か
ら
、「
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
な
っ
て
球
場
で
、
プ
ラ
カ

ー
ド
を
持
っ
て
歩
い
て
ほ
し

い
。」
と
言
わ
れ
て
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
何
を
し
て
い
い
か

わ
か
ら
ず
、
部
員
の
み
ん
な
の

練
習
を
見
て
い
ま
し
た
。

夏
に
な
っ
て
、
３
年
生
の
最

後
の
試
合
が
近
づ
き
、
対
戦
相

手
も
、
舟
入
高
校
に
決
ま
り
、

練
習
に
も
今
ま
で
と
は
違
っ
た

雰
囲
気
で
、
み
ん
な
の
「
舟
入

高
校
戦
を
最
後
の
試
合
に
し
た

く
な
い
。
初
戦
を
突
破
し
た
い
。」

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

試
合
は
、
残
念
な
が
ら
舟
入

高
校
に
負
け
て
３
年
生
は
全
員

引
退
し
ま
し
た
が
、
こ
の
試
合

は
今
ま
で
で
、
一
番
グ
ラ
ン
ド
、

ベ
ン
チ
、
そ
し
て
ス
タ
ン
ド
の

気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
す

ば
ら
し
い
試
合
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
３
年
生
の
皆
さ
ん
本
当

に
３
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
野
球
の
が
ん
ば

り
を
自
分
の
進
路
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
監

督
は
じ
め
指
導
者
の
方
々
に
は

本
当
に
た
く
さ
ん
心
配
や
迷
惑

を
か
け
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど

感
謝
し
て
い
ま
す
。
渡
邊
監
督

に
は
、
毎
日
指
導
に
来
て
い
た

だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

私
も
短
い
期
間
で
も
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
し
て
た
く
さ
ん
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
よ
か

っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

７
月
16
日
、
因
島
高
校
は
、
広
島
市
民
球
場
に
て
、

舟
入
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
選
手
諸
君
は
、
全
員

よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
惜
敗
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
、
因
島
高
校
始
ま
っ
て

以
来
の
学
校
挙
げ
て
の
応
援
団
が
組
織
さ
れ
、
吹
奏

楽
部
も
演
奏
参
加
し
、
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
の
選
手
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
選
手
と
応
援

団
、
吹
奏
楽
部
、
保
護
者
、
教
員
、
み
ん
な
が
一
体

と
な
り
、
愛
校
心
も
大
き
く
芽
生
え
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

今
年
は
、
学
校
挙
げ
て
の
応

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
、
保
護
者

会
を
作
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
、

学
校
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
実

現
ま
で
に
は
、
紆
余
曲
折
あ
り

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
尽
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
吹
奏
楽

部
の
み
な
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い

演
奏
、
力
強
い
応
援
団
の
熱
意

は
、
選
手
に
も
充
分
伝
わ
っ
た

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
監
督
の
渡
邊
興
司
さ

ん
に
は
、
お
願
い
し
て
短
い
期

間
な
が
ら
も
、
生
徒
を
こ
こ
ま

で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

保
護
者
と
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

毎
朝
６
時
か
ら
の
早
朝
練
習

も
、
子
供
た
ち
も
進
ん
で
参
加

練
習
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
も
渡
邊
監
督
の
厳
し
い
な

が
ら
生
徒
の
自
主
性
、
向
上
心

を
育
ん
で
い
た
だ
い
た
お
か
げ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤
原
康
洋
キ
ャ
プ
テ
ン

今
ま
で
野
球
を
支
援
し
て
く

れ
た
人
た
ち
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
野
球

部
を
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

薬
師
寺
芳
紀
選
手

今
で
も
僕
の
心
の
中
で
み
ん

な
輝
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
。

柏
原
正
樹
選
手

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
３

年
間
野
球
を
が
ん
ば
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

岡
野
孝
平
選
手

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

舟
橋
紀
明
選
手

一
生
懸
命
練
習
し
た
３
年
間

の
集
大
成
で
楽
し
く
試
合
が
で

き
、
満
足
し
て
い
ま
す
。
今
は

も
う
負
け
て
し
ま
っ
て
高
校
で

野
球
は
で
き
な
い
と
思
う
と
、

と
て
も
残
念
で
す
。
も
っ
と
も

っ
と
大
好
き
な
野
球
が
し
た
か

っ
た
で
す
。

村
上
敬
一
選
手

指
導
者
の
方
々
に
は
言
葉
に

言
い
表
せ
な
い
程
感
謝
し
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

村
上
聖
和
選
手

み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て
野
球

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

小
林
慶
之
選
手

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

因
島
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今

年
も
、
学
校
開
放
講
座
と
し
て
、

「
天
体
観
測
・
星
空
散
歩
の
会
」

を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
講
師
を

し
て
く
だ
さ
る
、
村
上
元
信
さ

ん
（
Ｏ
Ｂ
・
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
）

は
、
「
因
島
高
校
に
最
新
鋭
の

望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
、
生
徒
だ

け
で
な
く
広
く
一
般
の
人
に
も

開
放
し
、
星
空
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

今
年
は
、
火
星
の
大
接
近
と

い
う
こ
と
で
、
年
末
か
ら
来
年

に
か
け
て
各
国
の
探
査
機
が
着

陸
し
、
多
く
の
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

☆
９
月
26
日
（金）

19：

30
〜

星
を
見
る
会

★
10
月
31
日
（金）

19：

30
〜

月
見
会

☆
12
月
未
定

土
星
・
火
星
を
見
る
会

昨年度の「星を見る会」

因島北高校軟式野球全国大会出場（昭和53年）


